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OP シリーズ

2:1 比率移送ポンプ

取扱説明書および部品表

このマニュアルには、重要な警告と指示が含まれています。 今後の参考のために読み、保存してください。

INTERNATIONAL PUMP MANUFACTURING, INC.

3107 142nd Avenue E Suite 106, Sumner, WA 98390

U.S.A.

TEL: (253) 863 2222

FAX: (253) 863 2223

ウェブサイト: www.ipmpumps.com

テクニカルサービスについては、

最寄りの販売代理店にお問い合わせください

Copyright 2020 by: International Pump Mfg, Inc.

警告： ここに記載されている機器の操作またはサービスは、機器
の操作手順、機構など、十分に精通した適切な指導を受けた人のみ
が行ってください。

注意：本書に記載されているすべての記述、情報、およびデータは正確で信頼できるものと考えられていますが、明示または黙示を問

わず、保証、または責任を負うものではありません。 IPM 機器の使用に関する記述または提案は、そのような使用が特許侵害のない

ことを表明または保証することなく行われ、特許を侵害することを推奨するものではありません。 ユーザーは、すべての安全対策が

示されている、または他の対策が必要でない可能性があると想定してはなりません。

http://www.ipmpumps.com
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1.0安全上の警告
装置を操作する前に、この取扱説明書に記載されているすべての警告を読み、遵守してください。

警告
目や皮膚に液体が飛散したり飛散したりするリスクを減らすために、洗い流す前に圧力逃がし手順（5
ページ）に従ってください。

安全のため、フラッシュする前に火災または爆発の危険（6ページ）を読み、記載されているすべて
の推奨事項に従ってください。

機器の誤用

機器の誤用は、重大な人身傷害を引き起こす可能性があります。 機器は本来の目的にのみ使用し、いか

なる方法でも改造しないでください。 ポンプ、ホースライン、およびそれに接続されているアクセサリ

が過圧にならないように注意する必要があります。 この機器の再構築または修理には、IPM 指定の部品

のみを使用してください。 互換性のある液体でのみポンプを使用してください。 この装置を不適切に

使用すると、皮膚または使用者の目に液体が噴霧され、重大な人身傷害、物的損害、火災または爆発が

発生する可能性があります。

ポンプと機器の毎日の保守点検を行い、摩耗または損傷したすべての部品を直ちに交換する必要があり

ます。 損傷や怪我を避けるために、機器を移動するためのてこの力としてポンプ、コンポーネント、ま

たはホースラインを使用しないでください。 この装置を変更しないでください。変更すると、正しく機

能しなかったり、重傷を負ったりする可能性があります。 この機器を何らかの方法で変更すると、メー

カーからのすべての保証も無効になります。

材料と流体の適合性

これらのポンプ、ホース、およびその他のコンポーネントの液体セクションで使用される液体と溶剤の

化学的適合性を常に確認してください。 このポンプで液体または溶剤を使用する前に、化学メーカーの

データシートと仕様チャートを確認して、ポンプ、内側のホースライニング、および外側のホースカバ

ーとの互換性を確認してください。

加圧ホース

ホースは加圧されているため、損傷、部品の摩耗、または一般的な誤用によって液体が漏れると危険が

生じる可能性があります。 液体が漏れると、オペレーターに水しぶきやスプレーが発生し、重大な人身

傷害や機器や資産の損傷を引き起こす可能性があります。 摩耗、誤用、損傷によってホースが漏れたり

破裂したりしないようにしてください。

使用する前に、流体継手がしっかり締まっていて、すべてのクリップ/ピン/プラグが固定されているこ

とを確認してください。 ホースの全長に摩耗、切り傷、摩耗、カバーの膨らみ、接続の緩みがないか調

べます。 これらの状態により、ホースが故障し、皮膚またはオペレーターの目に化学物質が飛散または

噴霧され、重傷および/または物的損害が発生する可能性があります。
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圧力仕様

流体および空気に対するこの装置の最大使用圧力は180psi（12.4 bar）です。 このポンプで使用される

すべての機器と付属品が、このポンプの最大使用圧力に耐える定格であることを確認してください。 ポ

ンプ、ホースライン、またはポンプ自体に取り付けられているその他のコンポーネントの最大使用圧力

を超えないようにしてください。

圧力解放の手順

化学薬品の飛散/噴霧によるオペレーターへの重傷のリスクを回避するために、以下の安全手順を使用す

る必要があります。 この手順は、ポンプのシャットダウン、一般的なメンテナンスの実行、ポンプまた

はシステムの他のコンポーネントの修理、コンポーネントの交換、またはポンプ操作の停止時に使用す

る必要があります。

1. ポンプへのエアバルブを閉じます。

2. エア抜きバルブ（取り付けを参照）を使用して、システム内の空気圧を解放します。

3. 接地された金属製のバケツを液体ディスペンスバルブの金属部分に接触させ、バルブをゆっくりと

開くことにより、液体の圧力を解放します。

4. 容器に液体を入れる準備ができたら、ドレンバルブを開きます（取り付けを参照）。

5. 液体を再びディスペンスするときまで、ドレンバルブを開いたままにしておくことをお勧めしま

す。

コンポーネントまたはホースの詰まりが原因で液圧が解放されたかどうかわからない場合は、ホースエ

ンドカップリングを慎重に緩めて液圧がゆっくりと逃げるようにして、圧力を慎重に解放します。 圧力

が解放された後、フィッティングを取り外し、詰まりを取り除くことができます。 ポンプが短時間アイ

ドル状態を維持する場合は、ウェットカップを空にする必要はありません。

運転を開始する前にポンプを洗い流してください

1. ポンプは、ポンプ部品を保護するために残された軽量のDOP オイルでテストされています。 ポンプ

している液体がオイルで汚染されている可能性がある場合は、使用前にポンプからオイルを適合性

のある溶剤で洗い流してください。 以下のフラッシング手順に従ってください。

2. セットアップまたは固化する液体をポンプで送るときは、必要に応じてシステムを互換性のある溶

媒で洗い流して、ポンプまたはホース内の固化した化学物質の蓄積を取り除きます。

3. ポンプを使用して循環システムに供給する場合は、化学物質の沈降と固化を防ぐために、溶媒をシ

ステム全体に48 時間ごとに少なくとも30 分間、または必要に応じてそれ以上の頻度で循環させま

す。

4. ウェットカップの1/2 をスロートシール液（TSL）または互換性のある溶剤で常に満たして、置換ロ

ッド上で液体が乾燥してポンプのスロートパッキンが損傷しないようにします。

5. 非潤滑性の液体をポンプで送る場合、または1日以上シャットダウンする場合は、スロートパッキ

ンを頻繁に潤滑してください。



6

6. IPM トランスファーポンプにはウェットチューブが組み込まれており、その目的は、ポンプシャフ

トが往復するときにパッキンを損傷する化学物質や汚れがポンプシャフトに蓄積するのを防ぐこと

です。 完全に洗浄および洗浄されていないポンプを密閉ドラムの保護された環境の外に保管する場

合、およびポンプを使用している場合は、このウェットチューブがいっぱいになっている必要があ

ります。 液面がウェットチューブの上部より下にある部分的に満たされたドラムにポンプを設置す

る場合は、ドラムに挿入する前に、チューブに適切な化学薬品を手動で充填する必要があります。

7. ポンプが化学物質にコミットしたら、混同や汚染の可能性を排除するために、特定のポンプがどの

化学物質に指定されているかを特定することをお勧めします。

ポンプのシャットダウンと手入れ

一晩シャットダウンする場合は、圧力開放手順（5ページ）に従ってください。 露出した置換ロッド上

で液体が乾燥してスロートパッキンが損傷するのを防ぐために、常にストロークの下部でポンプを停止

してください。

火災または爆発による危険

火花が可燃性化学物質からの蒸気や煙を発火させる危険性、または爆発性粉塵などの他の危険な状態が

存在する危険性が存在します。これらの火花は、電源コードの抜き差し、または流体の流れによって生

成される静電気から発生する可能性があります。 ポンプとホース。

静電気が火花を発生させ、ポンプまたはシステムが危険になるのを防ぐために、機器のすべての部分を

適切に接地する必要があります。 これらの火花は、火災、爆発、財産および設備の損傷、および重大な

人身傷害を引き起こす可能性があります。 ポンプとすべてのコンポーネントおよびアクセサリが適切に

接地されていること、およびこれらの危険が存在するときに電源コードが差し込まれたり抜かれたりし

ていないことを確認してください。

火花や静電気の兆候が見られる場合は、直ちにポンプの運転を中止してください。 静電気の発生源を調

査し、接地の問題を修正します。 接地の問題が修復されるまで、システムを使用しないでください。
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1.1ポンプとコンポーネントの接地手順

ポンプの接地には、必ず次の手順を使用してください。ロックネジを緩めて、最小サイズ

の12ゲージワイヤの一端を接地ラグのボア穴に挿入できるようにします。ワイヤーを挿入
し、ロックネジをしっかりと締めます。地面のもう一方の端を真のアースに固定します。

静電気による火花の可能性を最小限に抑えるために、ポンプとすべてのコンポーネントの

接地が必要です。接地は、地域の電気規則に準拠している必要があります。お住まいの地

域の要件および使用されている機器の種類については、地方自治体に確認してください。

図A

次のすべての機器が正しく接地されていることを確認してください。

1. エアコンプレッサ： コンプレッサーの製造元が推奨する接地手順に従ってくださ

い。

2. エアホース： 常に接地されたエアホースを使用してください。

3. 使用した液体容器

システムに供給するために：

接地は、地域の電気規則に従って行う必要があります。

4. ポンプ： 図 Aに記載されている手順に従ってください。

5. 流体ホース： 常に接地された液体ホースを使用してください。

6. ディスペンシングバルブ： バルブは、適切に接地されている必要があるポンプに流体ホ

ースを通って伝導するために金属でなければなりません。

7. ディスペンシングポイント： 接地は、地域の電気規則に従って行う必要があります。

8. 溶剤容器金属のみを使用して

ください：

接地は、地域の電気規則に従って行う必要があります。 適

切に接地された導電性ペール。

9. ディスペンス中の接地、クリ

ーニングまたは圧力を和らげ

る：

ディスペンシングバルブの金属部分を接地された金属容器の

側面にしっかりと固定することにより、導電性を維持しま

す。
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ホースの接地

空気と液体の両方のディスペンスに使用されるホースが接地タイプであり、操作中は常に接地の連続性

が維持されることが非常に重要です。 ホースの接地抵抗を定期的にチェックし（適切な範囲を使用する

抵抗計を使用）、製造元の仕様と比較することで、接地が仕様の範囲内にあることを確認します。 指定

された制限内にない場合は、すぐに交換する必要があります。

溶剤洗浄

システムを溶剤で洗浄するときは、ディスペンシングバルブの金属部分を接地された金属製のバケツに

接触させて固定し、皮膚、目、静的火花の周囲に化学物質が飛散/飛散する可能性を最小限に抑えます。

安全性を高めるために、低い液圧を使用してください。

可動部品による危険

圧力リリーフ手順を使用して、ポンプが意図せずまたは予期せず始動するのを防ぎます。 指やその他の

身体部分をつまむ危険性のある可動部分に注意してください。 ポンプを始動または操作するときは、こ

れらの可動部品に常に近づかないでください。

安全基準

安全基準は、労働安全衛生法に基づいて米国政府によって確立されています。 これらの基準は、使用さ

れている危険性と機器の種類に適用されるため、参照する必要があります。
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2.0 インストール

ドラムミキサーを使用した一般的な複数システム構成。

図B

図B-OP232C ポンプ、OP242CD ポンプ、ドラムミキサーを使用したISO および樹脂機器の設

置を示すセットアップ写真。

2.1 ポンプの設置/セットアップ

1. の雄ねじにねじ山シーラーを使用する

ボールバルブとクイックディスコネクトプラ

グ。図のように空気入口に取り付けます。
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2. 栓アダプターをドラム開口部にねじ込みますしっか

りと。トランスファーポンプを慎重にスライドさせ

ますアダプターを栓で固定しますアダプターラッチ

フック。

3. 航空会社をクイックディスコネクトフィッティングに取り付けて完了します

インストール。 最小3/8 インチを使用することをお勧めします

ポンプ空気供給用ホース。
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2.2 分解–エアモーターセクション

1. 安全のために、ポンプからすべての空気圧と油圧を切り離してください。

2. 機器を損傷しないように注意しながら、ポンプを万力に配置します。 パイプクランプ

は、バイスがない場合に役立ちます。

3. エア抜きプラグを取り外します。
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4. の周りにストラップレンチを置きます

エアシリンダーの下端と慎重にスレッ

ドを解除します。

5. 5/16 インチのスチールノックピンを使用し

て、ピストンロッドプランジャーの回転か

ら。スレッドを解除します。

6. プランジャーからノックピンを取り外します

上。 エアモーターアセンブリは、変位から削除

プランジャー。
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7. ピストンを吸引チューブから押し出します。

8. パッキンを検査して交換します。

に注意を払う必要があります

パッキングの向き。

9. 部品を逆の順序で潤滑、取り付け、組み立てます。 エアシリンダーの壁およびエアモ

ーターアセンブリ内のすべてのコンポーネントに潤滑剤を使用することをお勧めしま

す。
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3.0 部品の識別

エアモーターセクションアセンブリ（700004）

注：下部エアバルブ（500013）とソケットヘッドキャ

ップスクリュー（500014）を交換するときは、アセン

ブリがゆるく振動するのを防ぐために、液ねじシール

コンパウンドを使用することが重要です。

* 修理キットに含まれています（部品番号601018）。

注：上部六角ナットは、上部エアバルブプレート（＃700003）の恒久的な部分です。 エア

モーターアセンブリの分解、組み立て、またはメンテナンス中は、六角ナットにレンチを

使用しないでください。

項目 部品番号 説明 必要個数

1 500014 ソケットの先端キャップのスクリュー 3

2 700003 アッパーエアバルブアセンブリ 1

3 * 500015 ガスケットトップ 1

4 500012 スペーサー 3

5 500011 エアピストン 1

6 * 500017 ウェアリング 1

7 * 500018 U カップ 1

8 * 500019 O リング 1

9 * 500016 ガスケット底 3

10 500013 下部エアバルブ 1
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